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【研究課題】 

 保育実践 

 

【研究・研修の視点】 

 白百合幼稚園では、モンテッソーリ教育を実践している。もっとも特徴的な事は、異年齢の混合ク

ラスを採用し、各自が五領域ごとに配置された教具を自ら選んで活動する点である。これを「お仕事」

と呼んでいる。子どもの成長に欠かせない活動という意味合いがある。自分で選び、選んだ作業を最

後までやり遂げることで人は達成感を持つことができる。この達成感こそ人の知的人格的成長には欠

かすことのできない基本的生活体験と言える。クラスで目指しているのはこの達成感。 

 もう一つの特徴は、年長の子どもは「お世話係」となって小さい子どもに同伴することになってい

る。集団で行動するときには二人一組になる。こうして他者に心を配り、助けを必要としている人へ

の素早い援助の心が育つようにと期待されている。 

 今回の研究の視点は、主に第一の点、つまり子どもたちが様々な行事と取り組むことで、どんなふ

うに達成感を持つことができたかという点に絞ることにした。 

 

【主な研究・研修の内容と計画】 

 １ 一年を通しての行事が子どもたちにとっていかに魅力あるものであるか、また、子どもの発達段

階とどのような関わりを持つかを考えてみる。 

 ２ 行事への取り組みが子どもの人格形成にどのように関わりがあるかを考える。 

 ３ 幼児期は個の育ちから徐々に周りの子どもの存在を意識し、遊びや様々な活動を通して、自分

と他者の違いに気づく時である。思いやりを持ち、共に成し遂げる過程を考える。 

 

【研究の概要】 

 １ 研究・研修のテーマのとらえ方 

 本園は、強い手・強い足・強い心をモットーに ①自分のことは自分でできる子ども ②静と動

のけじめがつく子ども ③わがままに負けない子どもをねらいに定め、指導案を作成し日々の保育

に取り組んでいる。各行事を通して子どもたちがどのように育っていくかを考察していきたい。 

２ 研究の内容 

 子どもの発達段階に応じて学んだ知識や体験がどのように生かされ、主体的な活動に結びつくの

かを考える。 
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３ 研究の方  

 日その日の 事や子どもの様子を え合い、 の共通 を る。 

 子どもたちの園行事に関する 味・関心やそれに伴う言動の を 心に研究を めていく。 

 実践  

実践 年 の主な園行事のまとめ  

  年 児 ３ 児 年 児 児  年長児 児  
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  １ ２日。 日は を しきれない

。 日は「 しかった 」と 足した

を せた。こうした行事を ねて、 し

つ成長していく。 
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動 は、どの子にとっても しみでもあり最 の ー でもある。 

 

かけっこ 
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かけっこ 
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 かけっこ・ ・組体 他

   

・ のこと やお り、体 や行

の で 体をリー する。 

実践  １  

 

 

  持  

 

 

年 児 年 児 年長児 

ラン    

 園時に園 のトラックを自分の体力に応じて り、持 に える。 

強い足、強い心で を目指して しいが、負けたくないという 心が 生

えてくるのもの自 な れである。これも成長の一つの かもしれない。 

 

  マリ  
実践  ２  

 

 

 

クリスマス  

 

 

し い の 、 人 でス ットラ トを びるのは、どの子も を し

れない。人 に ることが 手な子どもにとっては最 の ー といえる。 

年 児、年 児 

お う 一人一  

年長児 お う 一  

リ とふさわしい と きな が 

められる 

実践  ３  
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実践 １ 

 動  

  動 で年長児に一人一 を してもらうことにした。年長児 。 言・お り・体

・クラス を手に でリー する ・・・様々な を作り実 した。子どもたちは 事にやり

遂げてくれた。 らしく 足感と自 に れた は素 らしかった。 

動 後の の を一つ すことにする。 え 日の体 の時 。「今日は、 生の わり

を がしてくれますか 」の いかけに、一 に年長児の手が がり、体 のリー を めるよう

になった。もち ん、 っ み思案な子どもはいるとしても、保育者が素早く に ち をかける

ことで、みんなの に てできるようになる。これを り しているうちに も取れ自 が持て

るようになってきた。 

３学期になると、年 児が に ち、それを年長児が える にまわる。 ートしたり教えた

りすることによって年長児としての自 も すことになる。こうしたやり方が、今ではしっかり定

してきた。 

  この になると 動 の時だけではなく、 段の保育 での集まり・ と りのお り・ 呼

びなどなど子どもたちが で、自主的にできるようになった。この体験は今後の行事で いに生

かされることとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

実践 ２ 

 マリ  

  トリック教 では をマリ 様の と呼んでいる。 の教えのもと かな心が育つように

と 日のお りを にしている。特に は、子どもたちにもよい行いやお りを し、 の

としてマリ 様にお げすることになっている。 

  各 の りの ー ーには「 りの ー 」が置いてある。この ー には、 になった 個

の ラの が かれていて、 かよい事をした時や かのために った時、また自分がもつと

れるようにと って った時に きな を ることになっている。 個 り わったら しい ー

が される。これは年 を通じてなされるので一人で にもなることもある。 

  こうして集められた「 りの ー 」は のお でのマリ でクラス に げられる。各

クラス年長児による めのお りに いて各自がそれ れの ー を げる。「 やお 達が

くなれますように」「 がもっといい子になれますように」「自分がもっといい になれますよ
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うに」など。子どもたちのお りは で心 つものがあり考えさせられることがたくさんある。 

  の をいただき を って わる。静 さの で 動 とはまた違った子どもたちの成

長の一 をみることができる時である。 

 

 

 

 

 

 

実践 ３ 

 クリスマス  

  クリスマス は、第１ のお う と第 の からなる。 心は「 ス様のご 生」を

う年長児による である。「 ス様、マリ 様、おはようご います。」と 日手を合わせる

ス様やマリ 様の は、 や とともにみんなの れである。 

１学期、 様のお話の時 を通してお りや ス様、マリ 様に しみを感じてくる。 

になると、クリスマスに けての具体的な方 けをしていく。「な ス様を い主と

いうのか 」「どうして 小 でお生まれになったのか 」「クリスマスの意味はなにか 」と一

に考えていく。 者が に話すことで、子どもたちも になる。 

をするということは、 様について、クリスマスの意味について、お さんお さんやみん

なに を通して教えてあげることだからどの もみんな である。子どもたちは れる気持ちは

あるとしても、どの でも一生 しようという気持ちに わる。こうして 々と配 が まり本

に けての が まることになる。 

長い リ 、 い リ 々あり えるのも な に動きをつけて きな を すことは容

ではない。しかし、 一人 を げる子どもはいない。それどこ か、「 の を たりして

でも 作りを っている」という も く ど意 的になる。 、子どもたちの 力と

りは きい。 にはなかなか リ を えられない子や の小さい子、周りの動きに れない子

どもがいたりする。そのような時一 に えたり、教えたりできる子どもがいることも きな び

である。このような に人格の成長を ることができるように思うからだ。 

こうして、 の にも 事に を たし えた本 後の ーテン ー 。子どもたちの ッ

とした思いと びと 足した こそが達成感を実感していると言えるのではないだ うか。 

実践   

 

  ３学期は といっても 。年齢 の合 ・合 ・手話 など保育者は を らす。 

  ス ット、 ーモ 、 ・・・。一年を通じて行ってきたことの発 である。年

長児は自分で を選び合 に けて をする。 っ み思案な が選んだのは、 ン 。
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しかも一人だけだった。 そうな で いていた に、「自 に いていいよ」と保育者が し

たことで、 心したようだった。 を り すうちに、 感も れ、みんなと やリ を

合わせることで しさを味わえるまでになった。そして、 体合 の時は、リ の となって 々

と する が られた。 意識と自 での もあって、お いに え合い、 まし合い、そ

うして 手な子どもでも自分の ートができるようになっていった。このような一つ一つの み

ねが、一人の人 としての人格を育てる となると考える。またそれは、子ども一人一人の自

と りとなって のステッ への 動力となる。 

 

 まとめ 

  子どもたちの成長に行事は欠かせない。子ども一人一人の成長過程の は きい。年齢が い

どその違いも きい。保育者はこのことをしっかり まえたうえで する必要がある。つまり、

年齢に応じて づけられた計画と実践が められている。 

子どもたちは、自分なりの課題に し、 り し することで、自 を て、達成感を味わ

うことができた。 よりも子どもたち自 の に わる力が わっていることに気づいたのは き

な びであった。 

 

 今後の課題 

  一人一人の子どもの成長の過程をしっかり え、その育ちを に保 していける保育を心がけ、

日へつながる保育の の に めていきたい。 


